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平田   祐輔会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

有限会社 ヒラタ塗装
工芸社

　

青
葉
若
葉
の
輝
き
に
満
ち
た
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
全
世
界
に
広
が
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
根

本
的
な
価
値
観
や
行
動
様
式
を
一
変
さ
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
人
と
モ
ノ
の
移
動
が
我
が

国
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
停
滞
し
、
経
済
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。
未
だ
先
行

き
は
不
透
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
私
た
ち
青
年

経
済
人
は
日
々
、
大
き
な
不
安
と
向
き
合
い

続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
青
年
部
と
し
て
、
今
期
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
沿
い
会
員
の
皆
様
と
、
一
つ

ず
つ
丁
寧
に
、
一
歩
ず
つ
確
実
に
、
一
人
ず

つ
の
成
長
に
よ
り
前
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う

に
、
青
年
部
活
動
を
止
め
る
こ
と
な
く
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
今
年
度
最
初
の
青
年
部
活
動
と

し
、
継
続
3
年
目
と
な
り
ま
す
因
幡
千
本
桜

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
3
月
19
日（
土
）〜
4

月
17
日（
日
）を
写
真
の
投
稿
期
間
と
し
た
事

業
の
開
催
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
外
的
に
青
年
部
活
動
を
広
め
る
当
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
す
が
、
期
間
を
通
し
て
非
常

に
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
私
自
身
も
撮
影
会
が

行
わ
れ
る
会
場
へ
伺
い
、
先
輩
よ
り
引
き
継

が
れ
た
素
晴
ら
し
い
桜
を
目
に
し
、
改
め
て

感
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
4
月
13
日（
水
）、
令
和
4
年
度

定
期
総
会
及
び
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
、

新
年
度
4
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
会
で
は
会
員
メ
ン
バ
ー
の
前
で
私
の
会

長
就
任
後
初
め
て
の
挨
拶
を
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
、児
嶋
会
頭
様
、坂
本
副
会
頭
様
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
昨
年
度
の
会
長
を

務
め
ら
れ
た
荒
田
前
年
度
会
長
よ
り
、
自
身

で
作
成
さ
れ
た
動
画
を
元
に
昨
年
度
の
活
動

報
告
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

熱
い
想
い
を
持
っ
て
1
年
間
の
活
動
を
行

わ
れ
た
事
が
伝
わ
る
感
動
的
な
動
画
で
あ
り

ま
し
た
。
私
自
身
も
こ
れ
か
ら
1
年
間
、
熱

い
想
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
行
こ
う
と
更
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
4
月
よ
り
9
名
の
新
入
会
員
を

新
た
に
加
え
、
会
員
数
1
8
5
名
で
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
。
4
月
の
年
度
開
始
の
イ
ベ

ン
ト
を
良
い
形
で
終
え
る
事
が
で
き
、
次
月

以
降
も
引
き
続
き
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
の
見
通
し
が
み
え
ず
、

ま
た
不
安
定
な
国
際
情
勢
な
ど
、
多
く
の
不

安
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
と
し

て
、
地
域
の
商
工
業
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
青
年
経
済
人
と
し
て
歩
み
を
止

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
誰

も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
不
安
の
渦
中
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
基
本
に
た
ち
か
え
り

つ
つ
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
一
歩
ず
つ
前

に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度

　

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
は
、
令
和
4
年
4
月
13
日
（
水
）
と
り
ぎ
ん
文

化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
第
44
回
定
期
総
会
・
4
月
例
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
会
は
、
現
地
参
加
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で

行
い
、
会
員
1
8
5
名
の
内
1
3
2
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
平
田
会
長

が
掲
げ
る
参
加
率
70
％
以
上
、
回
答
率
1
0
0
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
委
員
会
の
皆
様
が
し
っ
か
り
と
お
声
か
け
し
て
く

だ
さ
っ
た
結
果
で
あ
り
、
今
後
も
連
携
し
、
継
続
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

総
会
で
は
、
今
年
度
の
予
算
が
承
認
さ
れ
、
い
よ
い
よ
令
和
4
年
度
の

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
児
嶋
会
頭
、
坂
本
副
会
頭
か
ら
も
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
門
出
に
大
変
貴
重
な
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
平
田
会
長
、
各
委
員
会
の
委
員
長
所
信
表
明
や
新
入

会
員
の
紹
介
を
行
い
、
最
後
は
加
藤
監
事
に
よ
る
監
事
所
感
に
て
会
を
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
最
終
年
で
あ
り
、
目
標
で
あ
る
全
国
屈
指

の
青
年
経
済
団
体
に
な
る
た
め
、
各
委
員
会
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
鳥

取
力
を
高
め
、
例
会
・
事
業
運
営
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
性
症
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
青
年
経
済
人
ら
し
く
『
挑
戦
』
す

る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会　

委
員
長　

松
島 

新
太
郎

発行：令和 4年 5月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

5

集合写真

平田会長と荒田直前会長

新入会員
（９名）

　

世
の
中
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
い

中
、
因
幡
千
本
桜
は
今
年
も
見
事
に
咲
き

誇
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
チ
ラ
シ
を
配
布
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
「
あ
っ
知
っ
て
ま
す
！
」

「
イ
ン
ス
タ
で
見
ま
し
た
！
」
の
お
声
も
沢

山
頂
き
、
偉
大
な
る
先
輩
よ
り
襷
を
繋
い
だ

継
続
事
業
、
更
に
認
知
を
広
め
て
い
く
励
み

と
な
り
ま
し
た
。広

報
委
員
会　

尾
田 

政
和

第
44
回
定
期
総
会・４
月
例
会
開
催

第
44
回
定
期
総
会・４
月
例
会
開
催

因
幡
千
本
桜

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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開
催
！

因
幡
千
本
桜

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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開
催
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因
幡
千
本
桜

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
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開
催
！

3/19～4/17

　    　鳥越 力斗 君
　    （とりごえ りきと）
事 業 所 名  日新火災海上保険㈱ 鳥取サービス支店
所属委員会  政策提言委員会

　    　原田 直樹 君
　     （はらだ なおき）
事 業 所 名  郡家重機㈲
所属委員会  まち委員会

　   　松田 寿一 君
　  （まつだ としかず）
事 業 所 名  ㈲ワイノット
所属委員会  まち委員会

　   　山本 祐之 君
　（やまもと まさゆき）
事 業 所 名  ㈲山本板金工作所
所属委員会  まち委員会

　    　峰 臣一郎 君
　  （みね しんいちろう）
事 業 所 名  山陰中央テレビジョン放送㈱鳥取支社
所属委員会  会員増強委員会

　    　藤原 直人 君
　   （ふじわら なおと）
事 業 所 名  ALXS 藤原鈑金塗装㈱
所属委員会  鳥取イズム委員会

　   　藤原 正弥 君
　  （ふじわら まさや）
事 業 所 名  ㈱藤原組
所属委員会  鳥取イズム委員会

　   　幸田 伸一 君
　   （こうだ しんいち）
事 業 所 名  ㈱LinksJapan
所属委員会  会員交流委員会

　    　森原 　真 君
　    （もりはら まこと）
事 業 所 名  ハロー保険㈱
所属委員会  45周年準備委員会

Ｒ４年度委員長紹介＆一言コメントＲ４年度委員長紹介＆一言コメント
総務委員会

委員長　松島新太郎
　今年度、総務委員会委員長
を務めます松島と申します。
　総務委員会は4月新年度例

会、3月送り出し例会、全例会の通常例会、
理事会の運営・議事録作成、桜の植樹事業、
などを担当させていただきます。
　一年間、しっかりと会の運営を総務委員会
一同で行ってまいります。どうぞよろしくお
願いいたします。

　

会員交流委員会
委員長　福田　弘幸

　今年度も思うような活動が
できない状況になると予想さ
れますが、今年度スローガン

の一部に、『一人ずつ』という言葉があります
ので、当委員会は一人ずつでも、仲間を増や
すお手伝いができるよう活動していきます。
一年間どうぞよろしくお願いいたします。

　

広報委員会
委員長　高藤　軌晋

　ＹＥＧ通信などの紙媒体の
広報活動に加えてＳＮＳやＷ
ＥＢを活用した対外的広報活

動に力を入れていきます。またコロナ禍で制
限される会内の交流や情報共有に役立てるよ
う対内的にも発信していき次年度開催の45周
年記念事業に繋げていきたいと思います。

　

政策提言委員会
委員長　安田　道人

　政策提言委員会は9月例会
の運営、地域の商工業発展に
繋がる政策提言、袋川を活用

した提言などの活動を予定しています。一年
間かけてメンバー全員で地域の課題について
考え、知恵を絞って提言を形にしたいと思い
ます。何卒よろしくお願いいたします。

　

45周年準備委員会
委員長　田淵　裕章

　本年度、45周年準備委員会
委員長を務めます田淵裕章と
申します。一年間どうぞよろ

しくお願いいたします。当委員会では、40周
年に策定されましたビジョンの検証と45周年
の節目を迎え、鳥取ＹＥＧとしての組織の在
り方を一年間検討した上で新たなビジョンを
策定してまいります。

　

まち委員会
委員長　野田　幸洋

　まち委員会は、名称はシン
プルですが個性あふれる20名
の委員で委員会を運営させて

いただきます。委員会テーマとして、「お城ま
つり」「2032年鳥取城跡三階櫓復元」「7月例
会運営」などの事業を担当させていただきま
す。1年間どうぞよろしくお願い致します。

　

ビジネス委員会
委員長　西川　朋宏

　ビジネス委員会では、「ビジ
ネス」をより一層意識し、主
な活動として、コロナに負け

ない経営学講座、SDGsをテーマにしたビジ
ネスコンテスト、ビジネスオープン例会を予
定しています。「ビジネス」を通じ、ＹＥＧ
全体の「鳥取力」を高められるよう尽力致し
ます。

　
会員増強委員会

委員長　民野　泰稔
　会員増強は、会を運営して
いく上で必要な存在だと考え
ておりますが、会員増強は当

委員会だけで行っても限界があり、鳥取商工
会議所青年部全体で行い、多くの仲間に入会
していただき、素晴らしい活動を外部の方に
伝えることにも繋がると考えております。

　
鳥取イズム委員会

委員長　冨田　光政
　鳥取イズム委員会は「子供
のスポーツ格差」体力二極化
問題をテーマに、スポーツが

楽しく、運動への充実感を理解してもらえる
「きっかけづくり」や、「誰もが平等に体を
動かすことができる場の提供」を行うこと
で、「主体的に運動に取り組める環境づく
り」を行います。

　


